
【４- (1) 子ども安全の部】 

 

 

【説明要点】 

☆ 子ども安全の部は、A コースとＢコースがあります。 

１ 会費は 年間、A コース 300 円、Ｂコース 400 円です。             

会費内訳は記載のとおりです。 （第 19 条と第 40 条） 

  ※印にあるとおり、子ども安全の部の会費は、10 月 1 日以降の追加加入者は 

半額の 150 円と 200 円です。 （第 20 条）   

２ 共済契約者は、県内の単位ＰＴＡ会長です。 （第 16 条） 

３ 被共済者は、単位ＰＴＡを組織する学校に在籍する幼児、小学生、中学生、 

高校生、教職員、特別団体活動の指導者です。 （第 17 条）         

※質問がよくありますが、保護者がＰＴＡ会員の条件はありません。      

４ 対象活動は、学校教育外活動、学校教育内活動、特別団体の活動です。   

※自宅との往復経路を含みます。 （第 18 条） 

   

 

  



【４- (2) 活動区分・活動内容例・会費】 

 

 

【説明要点】 

（１）学校教育外活動の活動内容例の                    

アは、単位ＰＴＡ主催等の行事と単位ＰＴＡが参加を計画した他の団体から  

   要請のあった行事等です。                           

   ※単位ＰＴＡの主催行事以外でも単位ＰＴＡ会長が参加を認めた他団 

    体の行事等も対象になります。                               

イは、ＰＴＡ行事等の保護者の活動に同行した児童生徒等の活動です。      

   ※ＰＴＡ行事に子供を連れてきた場合も対象となります。 

（２）学校教育内活動は記載のとおりです。                    

※ウの登下校の場合は、学校が定めた通学路及び規定の範囲内です。 

（３）特別団体の活動は、単位ＰＴＡ会長が認めた部活動やクラブ等です。 

（第 18 条） 

※ 表の右端会費欄をご覧ください。A コース、Ｂコースの活動区分です。   

A コースは、（１）（２）の学校教育外活動と学校教育内活動         

Ｂコースは、（１）（２）（３）全ての活動が対象です。    （第 23 条） 

 

 

 



【４- (3) 活動区分と共済金額】 

 

【説明要点】 

☆ 死亡共済金や障害共済金はそれぞれ記載のとおりです。 

☆ 負傷共済金は、（１）学校教育外活動、（２）学校教育内活動ともに      

自己負担額 1,000 円以上で療養費用の 4/10 で最高 20 万円です。          

診断書等の保険診療点数を基に計算します。 

☆（３）の特別団体の活動の共済金額は、（１）の学校教育外活動と同じです。  

☆ 交通事故の場合の負傷共済金は、１回限りの定額です。            

入院 26,000 円、通院 13,000 円、入院と通院があった場合 39,000 円です。 

 

※（２）学校教育内活動の負傷共済金は注意が必要です。 

・「体育の授業や休み時間にけがをしました。学校教育内活動ですので対象にな

りますよね。」と質問がよくあります。 

・活動区分としては学校教育内活動ですので対象となっていますが、 

・共済金額の欄の（２）学校教育内活動の負傷共済金は「登下校時のみ」とな

っているため、授業中や休み時間等のけがは「共済金の支給はない。」という

ことになります。                 

（第 18 条と第 23 条） 

 



【４- (4) 共済金支払いの制限】 

＊次のような場合は、共済金は支払われません。                     

●航空機、船舶、鉄道、バス等の公共輸送機関に搭乗中の交通事故の場合 

●むちうち症又は腰痛などで他覚症状のないものの場合 

●通常の登下校経路以外で発生した交通事故の場合 

●自転車又は原動機付自転車による交通事故で校長又は単位 PTA 会長の許可を得ていない場合 

●歩行又は自転車及び原動機付自転車による交通事故で、本人の過失による事故の場合 

●学校教育内外活動及び特別団体における活動で、因果関係がはっきりとした急性の疾病は

適用するが、野球肩、テニス肘、疲労骨折、椎間板ヘルニア等、急激・偶然・外傷の要件

を満たさないスポーツ特有の傷害の場合及び細菌性食中毒を除く食中毒の場合 

●定時制・単位制高校の自動二輪及び四輪車での登下校中の交通事故の場合 

●子ども安全の部の共済契約者又は、被共済者の故意若しくは重大な過失の場合 

●共済金を受け取るべき者の故意又は重大な過失の場合 

●被共済者の自殺行為、犯罪行為又は闘争行為の場合 

●法令に定められた運転資格を持たないで自動車等を運転している間に生じた事故の場合 

●アルコール、麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、シンナー等の影響により正常な運転がで 

きないおそれがある状態で自動車等を運転している間に生じた事故の場合 

●地震、津波、噴火などによる場合 

●核燃料物質(使用済燃料を含む。)若しくは核燃料物質によって汚染された物 (原子核分裂 

生成物を含む。)の放射性、爆発性その他の有害な特性又はこれらの特性による事故の場合 

 

【説明要点】 

☆ 表の下の方に、子ども安全の部の共済金支払の制限事項があります。（第 22 条） 

※よくある共済金支払の制限事項として､左側の●の６番目の       

「学校教育内外活動及び特別団体における活動で、因果関係がはっきりした急

性の疾病は適用するが、野球肩、テニス肘、疲労骨折、椎間板ヘルニア等、急

激・偶然・外傷の要件を満たさないスポーツ特有の傷害の場合」です。  

これに該当する場合は、共済金は支払われませんので注意してください。  

特に、運動部活動を行っているＢコース加入者への周知をお願いします。 

※また、「因果関係がはっきりした急性の疾病は適用するが・・・」とありま

す。 災害が発生した場合は、災害の直接の原因を明確にするため、 

医療機関での初診は、１週間以内にお願いします。 

 

 

 



【５ 共済契約・加入手続き】 

 

 

【説明要点】 

➁ 共済契約申込み案内【２月下旬】  

・当法人から、２月下旬に共済契約申込みの案内を送りますので、ＰＴＡ安全  

 の部、子ども安全の部Ａコース・Ｂコースの契約について検討してください。    

③ 共済契約申込書提出【３月末日まで】 （第 8 条と第 19 条）        

・単位ＰＴA 会長は、３月末日までに共済契約申込書を提出することになります｡ 

  ※共済契約書未提出の場合、4 月以降の加入申込みができません。

④ 共済加入申込書提出 ⑤会費払込【６月末日まで】 （第 8 条と第 19 条）      

   ・単位ＰＴA 会長は、３月末日までに契約したＰＴＡ安全の部、子ども安全の 

   部Ａコース・Ｂコースについて、６月末日までに共済加入申込書を提出し、 

   会費を払い込んで、加入手続きが完了することになります。  

 ※期日までに手続きが完了しない場合、３月末日までに行った契約は無効とな  

  ります。 

※ 共済加入申込書と一緒に提出された共済加入確認書は、会費振込みを確認後に

必要事項を記入して返送します。 

 



【６ 共済金支払請求手続き】 

   

【説明要点】 

☆ 災害発生 ※医療機関での初診は１週間以内にお願いします。 

① 災害報告書の提出（第 13 条・第 24 条）                           

・単位ＰＴＡ会長は、災害報告書等を 30 日以内に提出することとなっています｡  

 ※遅れた場合は、遅延理由書（ＰＴＡ会長名、様式自由）を添付してください。 

➁ 当法人が災害報告書等を受理したら、災害報告書受理書を送付します。 

③ 共済金支払請求書の提出（第 14 条・第 25 条）          

・共済金の支払は、「１災害につき１回限り」となっています。治療完了後請求 

 書を提出してください。※ただし、治療が長期（６か月以上）になる場合  

 は、事務局に連絡してください。                                

・診断書若しくは診断状況書に要する費用のうち、5,000 円を上限として当法人 

 で負担します。（第 30 条） 

☆  審査会 （第 15 条・第 26 条）                         

 ・月 1 回開催の審査会で、共済金支払の可否及び金額を決定します。  

④ 共済金額決定通知書送付 ⑤共済金の送金 （第 15 条・第 26 条）          

・審査会の結果は単位ＰＴＡ会長へ通知します。              

・指定口座（請求者口座）へ共済金を送金します。 


